
Ｎｏ．４ － １    

一 般 質 問 通 告 書 

 

                             令和 ４年 ５月１９日 

 

議 会 議 長  様 

 

                          議席番号    １    番  

 

議員氏名  岩 﨑 直 美   

 

質 問 事 項  質 問 要 旨 指定答弁者 

１．ＨＳＰの対応 

方法は 

ＨＳＰという言葉をご存知でしょうか。アメリカの心理

学者エレイン・アーロン博士の提唱した心理学上の言葉で

す。音や匂い、光に強く反応したり、他者の感情を自分の

感情のように感じたりする感受性、共感力の強い気質を表

現したＨｉｇｈｌｙ Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ Ｐｅｒｓｏｎ

の略称です。 

ＨＳＰのひとつの特徴として刺激を受けやすいという

特徴があります。日本人では、５人に１人の割合で存在す

るともいわれており、「繊細さん」と親しみを持った表現

をされ、関連する本はベストセラーになっています。 

ＨＳＰは、決して特別な存在ではなく、精神的な疾患や

病気ではありません。生まれながらの気質です。 

ご自身がＨＳＰだと気付いていない無自覚の方も多く

存在すると考えられます。ＨＳＰの方であれば、自身がＨ

ＳＰであることを自覚し、対処方法を知ることは、生きづ

らさを軽減する上で大切です。ご本人だけでなく、家庭や

職場、教育現場などでＨＳＰの存在をより広く認知してい

ただくことで、ＨＳＰの方々の社会貢献につながるものと

考えます。 

そこで、以下伺います。 

（１）ＨＳＰについての町の認知度は。 

（２）職員の中で、ＨＳＰと自覚している方の存在は把握

しているのか。 

（３）ＨＳＰと自覚している方に対する職場における対応

方法はどうなっているのか。 
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（４）幼稚園・保育園の園児や、小中学校の児童生徒など

で、そういった方がいるか把握しているのか。また、

把握しているならば、その対応方法は。 

（５）インクルーシブな社会の実現への一歩として、町は

ＨＳＰへの対応方法のワークショップなどを検討し

てみては。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


